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大阪市をよくする会は姫野浄さんの見解を発表しましたので紹介します。

関市長は背任罪で「起訴相当」

2007年10月25日付
新聞各紙

大
阪
市
を
よ
く
す
る
会
　
市
民
生
活
本
部
長

3
2
0
億
円
も
の
市
税
投
入
に
断
、

市
民
の
声
が
生
き
る

　
10
月
23
日
、
旧
芦
原
病
院
（
部
落
解
放
同
盟
＝
「
解
同
」
系
）

に
３
２
０
億
円
も
の
巨
額
な
不
正
融
資
や
補
助
金
支
出
を
繰
り
返

し
て
い
た
問
題
で
、
背
任
罪
で
告
発
さ
れ
た
関
淳
一
大
阪
市
長
ら

を
不
起
訴
と
し
た
大
阪
地
検
の
処
分
に
対
し
、
大
阪
第
二
検
察
審

査
会
が
「
不
起
訴
処
分
は
不
当
、
起
訴
相
当
」
と
、
議
決
し
ま
し
た
。

　
議
決
で
は
、
大
阪
地
検
が
関
市
長
を
事
情
聴
取
さ
え
せ
ず
に
、

「
芦
原
病
院
だ
け
に
助
成
し
続
け
る
こ
と
に
、
必
要
性
や
緊
急
性
、

公
益
性
は
何
ら
見
い
だ
せ
ず
、
血
税
を
納
め
る
者
と
し
て
理
解
で

き
な
い
」
と
厳
し
く
指
摘
。
し
か
も
、「
市
長
ら
の
刑
事
責
任
は

重
く
、
厳
し
く
非
難
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
不
起
訴
処
分
は
納
得

で
き
な
い
」
と
、
関
市
長
の
刑
事
責
任
を
厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

「
一
般
市
民
と
し
て
、
血
税
を
納
め
る
者
と
し
て
、

理
解
で
き
な
い
」
と
議
決

　
議
決
は
続
け
て
「
長
年
に
わ
た
る
高
額
な
助
成
金
に
対
し
、
一

円
も
返
済
さ
れ
ず
、
さ
ら
に
市
民
の
税
金
で
高
額
な
助
成
を
継
続

し
て
き
た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
医
生
協
に
対
し
、
図
利
目
的
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
明
確
で
あ
る
し
、
大
阪
市
の
財
産
に
損
害
を
も
た

ら
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
」
と
、
大
阪
市
民
の
声
を
代
弁
す
る

理
由
も
明
記
し
て
い
ま
す
。

緊急記者会見する姫野さん（10月24日）

　
旧
芦
原
病
院
へ
の
法
外
な
貸
付
金
・
補
助
金
が
30
数
年
間
も
な

ぜ
ま
か
り
と
お
っ
て
来
た
の
か
。「
解
同
」
の
利
権
あ
さ
り
と
糾
弾

路
線
、
こ
れ
と
一
体
と
な
っ
て
、
自
民
党
、
公
明
党
、
民
主
党
の

与
党
も
承
認
し
て
き
た
か
ら
で
す
。

　
不
正
を
徹
底
追
及
す
る
た
め
に
、
日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
が

提
案
し
た
、
強
力
な
調
査
権
限
を
も
つ
「
百
条
委
員
会
」
を
議
会

で
否
決
し
て
、
真
相
解
明
を
妨
害
し
た
の
も
自
民
党
・
公
明
党
・

民
主
党
の
オ
ー
ル
与
党
の
議
員
で
す
。
選
挙
で
「
解
同
」
の
支
援

を
受
け
た
民
主
党
市
会
議
員
は
、
議
会
で
彼
ら
の
主
張
を
代
弁
し

て
き
ま
し
た
。「
解
同
」
は
オ
ー
ル
与
党
陣
営
の
一
員
と
し
て
助
役

か
ら
出
た
市
長
候
補
を
応
援
し
続
け
て
き
ま
し
た
。「
解
同
」
の
大

阪
府
連
委
員
長
は
、
民
主
党
の
大
阪
市
会
議
員
を
３
期
勤
め
た
の

ち
、
今
、
大
阪
選
出
の
民
主
党
参
議
院
議
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。

民
主
党
な
ど
オ
ー
ル
与
党
が『
不
正
融
資
と

補
助
金
』を
了
承
し
て
き
た
の
も
大
問
題

320億円におよぶ不正な芦原病院への
補助金、貸付金（合算）
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検察審査会

姫
野
浄
さ
ん

が
告
発
し
た

  

「
解
同
系
」芦
原
病
院
不
正
融
資
に

  

「
血
税
守
る
任
務
に
背
く
」
と
議
決

姫野浄さんが記者会見
　市民ネットワークの藤永のぶよさんとともに記者会見

した姫野浄さんは、「関市長は、貸した金が一円も返ら

ないという損害を市民に与えた罪は大きい」「生活に苦

しむ市民からすればすばらしい議決です」「関市長はコ

ンプライアンス

改革というなら、

議決を正面から

受け止めるべき」

と述べました。



検察審査会とは
犯罪の被害者や犯罪を告訴・告発し
た人の申し立てなどをもとに、検察
官の不起訴処分のよしあしについて
審査する組織。有権者名簿から無作
為に選ばれた11名の市民で構成。
審査の結果、「不起訴不当」(更に詳
しく捜査すべき)や「起訴相当」(起
訴すべき )という議決があった場合
には、検察官は事件を再検討します。

　
姫
野
さ
ん
は
、
1
9
7
0
年
に
市
会
議
員
に
当
選
し
、
1
9
7
5
年
12
月
20
日
に
は
決

算
特
別
委
員
会
で
西
中
島
駐
車
場
問
題
に
関
す
る
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
以
降
、
姫
野
さ
ん
は
芦
原
病
院
問
題
で
は
８
回
、
飛
鳥
会
問
題
で
３
回
に
わ
た
っ
て
質
問
、

そ
の
問
題
点
を
た
だ
し
て
き
ま
し
た
。
姫
野
さ
ん
の
長
年
に
わ
た
る
追
及
が
実
を
結
び
、
今
、

大
阪
で
同
和
タ
ブ
ー
が
崩
壊
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
姫
野
さ
ん
で
こ
そ
、
ゆ
が
ん
だ
今
の
行
政
を
正
せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
同
和
行
政
を
完
全
終
結
す
る
な
ら
、
大
阪
市
政
を
歪
め
て
き
た
最
大
の
病

根
で
あ
る
同
和
行
政
と
同
和
教
育
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
差
別
」

を
口
実
に
、
暴
力
利
権
集
団
化
し
た
部
落
解
放
同
盟
の
意
の
ま
ま
に
、
市
民

を
差
別
す
る
窓
口
一
本
化
行
政
、
1
兆
2
0
0
0
億
円
に
も
の
ぼ
る
同
和

予
算
を
く
い
も
の
に
し
た
同
和
事
業
、
同
和
教
育
の
強
制
を
解
消
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
旧
同
和
地
区
対
策
を
一
般
行
政
の
な
か
で
進
め
る
こ
と
で

こ
そ
、
差
別
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
公
共
工
事
、
公
共
事
業

に
同
和
を
隠
れ
蓑
に
し
て
、
一
般
建
設
業
者
や
事
業
者
を
排
除
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
な
ど
、
公
正
民
主
的
な
市
政
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
部
落
解
放
同
盟
の
役
割
は
、
共
産
党
を
の
ぞ
く
異
常
な
オ
ー
ル
与
党
と
連

合
市
労
連
に
よ
る
談
合
市
政
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
40
年
近
く
の
間
に
「
同
和
帝
国
」
と
ま
で
言
わ
れ
る
大
阪
市
に
変

貌
さ
せ
、
厳
し
く
批
判
さ
れ
る
市
民
不
在
の
大
阪
市
政
の
骨
格
づ
く
り
の
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
同
和
行
政
を
終
結
さ
せ
る
こ
と
は
、
本
来
の
自

治
体
の
役
割
と
責
務
を
発
揮
で
き
る
状
況
を
取
り
戻
す
こ
と
で
す
。

　
姫
野
浄
さ
ん
が
告
発
し
続
け
た
西
中
島
駐
車
場
不
正
事
件
、
飛
鳥
会
事

件
、
芦
原
病
院
不
正
事
件
が
昨
年
マ
ス
コ
ミ
に
大
き
く
連
続
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
長
年
に
わ
た
る
解
同
と
暴
力
団
、
市
役
所
幹
部
と
が
結

託
し
た
公
金
横
領
、
不
正
が
市
民
の
怒
り
と
な
り
、
完
全
終
結
を
も
と
め
る

運
動
が
高
ま
り
、
大
阪
市
は
同
和
行
政
を
修
正
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な

り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
阪
市
は
地
域
改
善
財
特
法
が
2
0
0
2
年
3

月
末
に
失
効
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
和
対
策
事
業
費
を
一
般
行
政
支
出

費
に
潜
り
込
ま
せ
、
人
権
協
会
へ
の
業
務
委
託
を
継
続
す
る
な
ど
し
て
「
同

和
事
業
」
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
2
0
0
0
年
4
月
に
「
大
阪

市
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、「
市
の
責
務
」「
市
民
の

責
務
」
が
盛
り
込
ま
れ
同
和
行
政
の
永
続
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
た
た
か
い
に
よ
っ
て
、「
解
同
タ
ブ
ー
」
を
打
ち
破
る
こ

と
に
成
功
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
解
同
は
巻
き
返
し
を
図
り
、
旧
同
和
地
区

を
「
同
和
地
区
」
と
呼
称
さ
せ
て
、
引
き
続
き
同
和
行
政
を
永
続
化
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　「
同
和
行
政
終
結
宣
言
」
を
行
い
ま
す
。
同
和
行
政
が
も
た
ら
し
た
市
政

の
根
本
的
歪
み
を
正
す
た
め
、
人
権
協
会
と
の
関
係
の
清
算
、
同
和
教
育
・

「
人
権
啓
発
」
の
廃
止
を
め
ざ
し
て
徹
底
し
た
取
り
組
み
を
す
す
め
ま
す
。

芦
原
病
院
不
正
貸
付
な
ど
数
々
の
不
正
事
件
の
幕
引
き
を
許
さ
ず
、
徹
底
追

及
し
歴
代
市
長
や
市
幹
部
の
責
任
を
追
及
し
て
い
き
ま
す
。

35
年
ひ
る
ま
ず
同
和
問
題
を
一
貫
し
て

追
及
し
た
の
は
、姫
野 

浄
さ
ん

―
―
―
姫
野
さ
ん
が
同
和
問
題
で
追
及
し
た
主
な
質
問
―
―
―

1
9
7
5
年
12
月
20
日
 

決
算
特
別
委
員
会
で
飛
鳥
会
・
西
中
島
駐
車
場
問
題
に
つ
い
て

1
9
7
7
年
3
月
17
日
 

財
政
総
務
委
員
会
で
芦
原
病
院
問
題
に
つ
い
て

1
9
8
7
年
3
月
17
日
 

1
9
8
7
年
度
予
算
案
へ
の
反
対
討
論
を
本
会
議
で

1
9
8
8
年
１
月
20
日
 

決
算
特
別
委
員
会
で
飛
鳥
会
と
暴
力
団
資
金
源
問
題
に
つ
い
て

1
9
9
7
年
3
月
17
日
 

民
生
保
健
委
員
会
で
芦
原
病
院
問
題
に
つ
い
て

1
9
9
8
年
3
月
16
日
 

民
生
保
健
委
員
会
で
芦
原
病
院
問
題
に
つ
い
て

1
9
9
9
年
2
月
22
日
 

本
会
議
で
代
表
質
問

2
0
0
2
年
3
月
9
日
 

民
生
保
健
委
員
会
で
芦
原
病
院
問
題
に
つ
い
て

2
0
0
3
年
3
月
18
日
 

2
0
0
3
年
度
予
算
案
へ
の
反
対
討
論
を
本
会
議
で

2
0
0
4
年
10
月
19
日
 

決
算
特
別
委
員
会
で
芦
原
病
院
問
題
に
つ
い
て

2
0
0
4
年
11
月
19
日
 

決
算
特
別
委
員
会
で
飛
鳥
会
問
題
に
つ
い
て

同
和
行
政
を
完
全
終
結
し
、「
解
同
」の
横
暴
が
通
じ
な
い

明
る
い
大
阪
市
政
を
つ
く
り
ま
す

基
本
政
策
と
市
民
プ
ラ
ン
80
よ
り

大
阪
市
を
よ
く
す
る
会

旧芦原病院とは
部落解放同盟と特別に深い関係がある医生協
の病院（浪速区）。大阪市の補助金（190億円）、
貸付金（130億円）の不正使用疑惑が発覚し
経営破たん。病院の外壁には解放同盟のシンボ
ルマークである荊冠旗
がおおきくペイントさ
れていたが、不正発覚
後は取り外された。
昨年、他の医療法人に
売却された。


